
令和３年度美方高等学校スクールプラン
福井県教育委員会

〈校訓〉 明 ・ 強 ・ 清
「一人一人の個性が輝く、

ふくいの未来を担う人づくり」

（福井県教育振興基本計画の 〈教育目標〉 確かな学力と豊かな心を培い、国際的視野をもち、郷土を愛し、地域社会を担う人材を育成する
基本理念）

学校業務改善のための取組

○ ICT 等を有効に活用し、業務の効率化を図る。〈指導の基本方針〉
○行事およびその内容を精選し、業務の短縮を図る。１ 生徒一人ひとりを大切にするきめ細かな教育の充実
○外部との連携を進め、部活動指導の負担軽減を図る。

２ 人間としての在り方、生き方を問う教育の充実

３ 地域社会との連携を深める教育の充実 人権教育の推進

○教育活動全体で人権教育を推進する。４ 中学校とのよりよい連携に基づく中高一貫教育の充実
○人権問題を正しく理解し、偏見やいじめ・差別のない
社会の実現に努める態度を育成する。

重 点 目 標

１ 中高一貫教育 ２ 教育課程・学習支援 ３ 生徒支援 ４ 教育相談 ５ 進路支援 ６ 保健管理・安全管理 ７ 図書整備・情報管理 ８ 開かれた学校作り ９ 特色ある教育の充実

（中高一貫教育事務局） （教務部） （指導部） （指導部） （進路指導部） （保健部） （図書情報部） （庶務部） （家庭学科）

〇中高一貫教育を中心 〇生徒が主体となる授 〇容儀に関する指導を 〇学校行事や日々の活 〇キャリア教育を推進 〇生徒の健康管理、健 〇生徒により多くの書 〇保護者と教職員の連 〇専門教科に関する知
とした中高の連携をさ 業を工夫し、学習意欲 中心として、基本的生 動を通して生徒の気持 し明確な進路目標を持 康教育を推進する。 物を読ませ、広い視野 携を深め、生徒の健全 識・技術と探究心を培
らに深める。 を高め、学力向上を図 活習慣の確立を図る。 ちを理解する。 たせ、個々の目標に応 〇環境美化を推進し、 と豊かな心を育む。 な育成に努める。 い、社会の中で生かす
〇連携生徒の学校生活 る。 〇学校行事や部活動を 〇生徒の悩みを受け止 じた進路実現に努めさ 安全管理を徹底する。 〇情報収集や情報提供 実践的態度の育成に努
の充実を図る。 〇家庭学習の定着と充 推進する。 め、迅速で適切な対応 せる。 を円滑に行い、情報発 める。

実を図る。 を行う。 〇自ら課題を発見し主 信の支援をする。 〇学科の特色ある活動
体的・協働的に探究す を展開し、地域との連
る力の育成を図る。 携を深める。

具体的取組 具体的取組 具体的取組 具体的取組 具体的取組 具体的取組 具体的取組 具体的取組 具体的取組

①中高一貫４校事務局 ①教科会を中心とした ①定期的な容儀指導を ①快適度・いじめアン ①職業講話、進路説明 ①保健部ＬＴや保健委 ①書物に接する機会を ①即応性のある連絡や ①専門教科の学習に関
会議・各教科会・研修 授業研究（ＩＣＴ活用 行うとともに、時間管 ケートを利用して生徒 会等の進路行事を通じ 員会活動などを充実さ 増やし、貸し出し冊数 学校の情報発信を行い、心を持ち、各種検定や
会の開催と、各部活動 研究を含む）や生徒に 理の習慣作りと校則遵 の状況を把握し、いじ て職業観の育成と進路 せ、健康管理意識を高 の増加を図る。 学校行事への保護者の コンクールなどに意欲
顧問間、生徒間での中 よる授業評価を通して 守および挨拶の励行に めの未然防止に役立て 目標の明確化を図り、 める。 目標：年間貸出総数2, 参加数を増やす。 的に取り組ませる。
高連携をいっそう深め 授業改善を図る。 努めさせる。 る。 課外等の全体指導、お 目標：生徒の健康管理 135冊（年間１人当た 目標：学校行事に２回 目標：専門教科の学習
る。 目標：授業内容を理解 目標 ：保護者の生徒の 目標：生徒のアンケー よび個別指導を充実さ 意識が高まった割合90 り平均５冊） 以上参加した保護者の や各種検定、コンクー
目標：教職員の理解度 できるとする生徒の割 生活習慣に対する満足 トの有効性に対する満 せる。 ％以上 割合が 80％以上 ルなどに意欲的に取り
85％以上 合80％以上 度80％以上 足度80％以上 目標：「進路目標をよ ②ＩＣＴ環境の整備・ 組んだ生徒が90％以上

り明確化できた」割合 ②整美・保健委員会の 利用促進を図る。 ②広報誌「湖声」を年
②連携生徒の授業、部 ②各教科、各学年と連 ②学校行事や部活動に ②「面接週間」を利用 85％以上 活動や清掃活動を充実 目標：教職員の情報環 ４回発行し、保護者の ②校外活動を通して、
活動、学校行事への参 携し、家庭学習の質と 積極的に取り組ませる。して生徒理解を深める。：進路指導の取り組み させ、勤労意欲と安全 境に対する満足度80％ 学校への関心を高める。積極的に地域と関わる
加の充実を図る。 量の改善を図る。 目標：部活動加入率90 目標：担任における、 に対する生徒・保護者 意識の向上に努める。 以上 目標：保護者の「湖声」ことのできる生徒を育
目標：教科の学習理解 目標：課題を提出した ％以上 面接週間の有効性に対 ・教職員の満足度90％ 目標：生徒･教職員の に対する満足度90％以 てる。
度85％以上 生徒の割合90％以上 ：生徒の学校行事や部 する満足度80％以上 以上 取り組みに対する満足 ③生徒・保護者や地域 上 目標：地域の行事や校
：学校行事や部活動の ：授業外学習時間１日 活動の取り組み満足度 度90％以上 への情報発信を支援す 外活動に積極的に取り
取り組み満足度90％以 平均90分以上の生徒の 90％以上 ②総合的な探究の時間 る。 組んだ生徒が90％以上
上 割合70％以上 「論考」における探究 目標：校内の情報資源
：「進路目標を持てた」 活動の指導を充実させ を活用して「美方高校
割合85％以上 る。 の魅力」を発信できた

目標：生徒・教職員の 教職員の割合80％以上
満足度90％以上


